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いじめ防止対策推進法が施行され、教育現場では体系だったいじめ対

策が取られるようになっているが、被害者の対策に重きが置かれていること

もあり、加害者のいじめの再発防止に向けた働きかけが必要であると考えら

れる。そのため、本研究１では、いじめの加害経験がある者を対象にした回

顧式によるインタビュー調査を行い、加害者がいじめやその指導をどう捉

え、いじめを反復したか否かとその有無について関係する要因について模

索し、加害者の被害者性も含めて、どのような心理機制が働いて加害者が

いじめに及んだかについて、加害者の語りから仮説を生成することを目指

す。研究２においては、教育現場においていじめ対応を行う教員に対してい

じめ対応で苦慮していることや対応の現状について、インタビュー調査を実

施し、教育機関の法施行後のいじめ対策について 多機関連携や加害者・

保護者への対応の現状を明らかにする。そして研究３において、保護者の

いじめ観を把握するために質問紙調査に実施する。以上の一連の研究を

通じて、今後のいじめにおける加害者対応に対する基礎的な知見を得るこ

とを目指す。 

選考委員からの 

コメント 

この研究は、いじめを繰り返さないためには何が必要かについて仮説生

成を行い、今後のいじめの加害者対応に対する基礎的な知見を得ることを

目的として、以下の３点に関して研究を行うものである。 

①いじめ加害経験者のいじめ加害に至った心理機制、②教員等のいじ

め対応に係る困難さや支援へのニーズ、③保護者のいじめの捉え方。 

いじめ加害者に対する調査であり、いじめの再発に注目している点で、チ

ャレンジングかつすぐれた研究計画であると評価された。たいへん生産的

な若手研究者の一人であり、成果が期待できる。 

 


